
市
長
提
出
議
案

議
案
第
20
号
　
平
成
31
年
度
蓮
田
市
一
般
会

計
予
算

子
育
て
・
教
育
・
基
盤
整
備
を
柱

に
、
複
雑
多
岐
に
わ
た
る
行
政
課

題
に
全
力
で
取
り
組
む

予
算
総
額
は
、
１
８
９
億
５
３
０
０
万
円
で
前

年
度
と
比
較
し
て
、
額
に
し
て
12
億
６
５
０
０
万

円
の
増
、
率
に
し
て
、
７
・
２
％
の
増
と
な
っ
て

い
ま
す
。

総
務
費
で
は
、
産
・
学
・
官
、
連
携
事
業
と
し
て
、

の
く
ぼ
通
り
周
辺
の
商
店
、
人
間
総
合
科
学
大
学

の
３
者
連
携
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
開
催
し
て
、

ま
ち
の
活
性
化
と
大
学
と
の
交
流
に
よ
り
、
市
を

Ｐ
Ｒ
。

市
庁
舎
西
側
に
建
設
予
定
の
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
事
務
所
等
の
建
設
工
事
や
、
駐
車
場
整

備
工
事
の
実
施
。

さ
ら
に
、
市
民
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
街
づ

く
り
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、街
路
灯
、カ
ー

ブ
ミ
ラ
ー
等
の
交
通
安
全
対
策
経
費
を
計
上
。

民
生
費
で
は
、
社
会
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
で

あ
る
、
蓮
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
市
が
連
携
を

強
化
し
、
引
き
続
き
地
域
福
祉
を
推
進
。

生
活
保
護
世
帯
、
生
活
困
窮
世
帯
の
中
学
生
、

高
校
生
を
対
象
に
、
学
習
支
援
事
業
を
引
き
続
き

実
施
し
、
自
立
支
援
の
向
上
を
図
る
。

高
齢
者
へ
の
支
援
で
は
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
運
営
や
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
の
支

援
な
ど
の
生
き
が
い
対
策
と
、
緊
急
通
報
シ
ス
テ

ム
事
業
な
ど
の
見
守
り
支
援
を
、
引
き
続
き
実
施
。

障
が
い
の
あ
る
方
へ
の
支
援
で
は
、
蓮
田
市
・

幸
手
市
・
白
岡
市
・
宮
代
町
・
杉
戸
町
の
３
市
２

３月定例会
会期２/21㊍▶３/20㊌	

平
成
31
年
度
一
般
会
計
予
算
な
ど

各
会
計
当
初
予
算
を
可
決

一
般
会
計
予
算
は
１
８
９
億
５
千
３
百
万
円

〈
前
年
度
比
７
・
２
％
増
〉

平
成
31
年
３
月
定
例
会
は
、
去
る
２
月
21
日
か
ら
３
月
20
日
ま
で

の
28
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

今
定
例
会
で
は
、
初
日
に
市
長
提
出
議
案
と
し
て
「
平
成
30
年
度

各
会
計
補
正
予
算
」「
平
成
31
年
度
各
会
計
当
初
予
算
」
な
ど
27
議

案
が
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

最
終
日
に
は
、
市
長
追
加
提
出
議
案
と
し
て
、「
蓮
田
市
公
平
委

員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
」
１
議
案
が
上
程
さ
れ
、
同
意
し
ま
し

た
。

議
案
第
28
号

蓮
田
市
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

蓮
田
市
公
平
委
員
会
委
員
の
大
前
万
寿
美
氏

の
任
期
が
満
了
と
な
る
た
め
、
後
任
と
し
て
渡

辺
秀
美
氏
を
選
任
す
る
も
の
で
す
。

渡わ
た

辺な
べ

　
秀
ひ
で

美み 

氏
／
55
歳
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町
で
構
成
す
る
埼
葛
北
地
区
地
域
自
立
支
援
協
議

会
と
埼
葛
北
地
区
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
で
連

携
し
、
障
が
い
者
支
援
体
制
の
向
上
を
図
る
。

ま
た
、
蓮
田
市
手
話
言
語
条
例
の
制
定
に
伴

い
、
手
話
に
対
す
る
理
解
の
促
進
及
び
普
及
を
図

る
た
め
、
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
及
び
職
員
向
け

手
話
講
習
会
等
を
引
き
続
き
実
施
。

児
童
福
祉
関
係
で
は
、
こ
ど
も
医
療
費
助
成
事

業
と
し
て
、
入
院
、
通
院
と
も
中
学
生
修
了
ま
で
、

医
療
費
の
助
成
を
継
続
。

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成
事
業
で
は
、
ひ

と
り
親
家
庭
等
の
児
童
及
び
養
育
者
に
対
し
、
医

療
費
の
助
成
を
継
続
。

ま
た
、
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
の
育
成
を
社
会

全
体
で
支
え
る
観
点
か
ら
、「
第
二
期
、
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
を
策
定
す
る
た
め
の
必

要
な
予
算
を
計
上
。

保
育
施
設
の
関
係
で
は
、
東
保
育
園
改
築
工
事

完
了
に
伴
い
、
定
員
を
５
名
増
と
し
、
新
た
に
一

時
預
か
り
事
業
を
開
始
。
そ
れ
ら
の
経
費
を
含
む

保
育
園
の
運
営
費
、
そ
の
他
学
童
保
育
所
、
地
域

子
育
て
支
援
拠
点
施
設
の
運
営
に
必
要
な
予
算
を

計
上
。

保
健
衛
生
費
で
は
、
地
域
救
急
医
療
体
制
の

整
備
を
図
り
、
医
療
連
携
の
推
進
や
、
各
種
が

ん
検
診
事
業
等
を
引
き
続
き
実
施
。
市
民
の
健

康
の
保
持
増
進
、
健
康
寿
命
の
延
伸
を
図
る
た

め
、
健
康
づ
く
り
や
食
育
推
進
に
関
す
る
事
業

に
取
り
組
む
。

ま
た
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
わ
た
る
、

切
れ
目
の
な
い
支
援
を
行
う
た
め
、
昨
年
11
月

に
開
設
し
た
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
事
業
を
推
進
し
、
子
育
て
に
か
か
る
さ
ま
ざ

ま
な
相
談
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
体
制
の
充
実

を
図
る
。

農
林
水
産
業
費
で
は
、
閏
戸
地
区
で
実
施
中

の
県
営
土
地
改
良
事
業
・
埼
玉
型
ほ
場
整
備
事

業
を
、
埼
玉
県
及
び
地
元
推
進
組
織
と
連
携
し

取
り
組
む
。

市
内
水
田
区
域
の
用
・
排
水
路
整
備
、
多
面
的

機
能
維
持
に
対
す
る
支
援
、
農
地
中
間
管
理
事
業

を
活
用
し
た
利
用
集
積
を
推
進
。

ま
た
、
農
地
の
利
活
用
並
び
に
地
域
の
活
性
化

を
図
る
た
め
、
コ
ス
モ
ス
ま
つ
り
・
そ
ば
ま
つ
り

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
地
域
住
民
と
の
交
流

ふ
れ
あ
い
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、特
産
品
「
梨
」

の
生
産
振
興
、
安
心
・
安
全
な
地
元
農
産
物
の
地

産
地
消
の
事
業
を
引
き
続
き
支
援
。

商
工
費
で
は
、
消
費
税
引
き
上
げ
に
よ
る
低
所

得
者
・
子
育
て
世
代
へ
の
影
響
緩
和
と
、
市
内
産

業
振
興
・
活
性
化
の
た
め
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
発
行
事
業
を
実
施
。

ま
た
、
引
き
続
き
雅
楽
谷
の
森
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
な
ど
、
各
種
団
体
及
び
各
種
商
工
業
者
の
活
動

を
支
援
。

消
費
者
行
政
で
は
、
高
齢
者
や
未
成
年
者
等

が
、
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
や
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め

の
消
費
者
教
育
の
推
進
や
消
費
生
活
相
談
並
び
に

啓
発
活
動
、
情
報
の
発
信
に
力
を
入
れ
、
市
民
の

消
費
生
活
の
安
定
と
向
上
に
努
め
る
。

平成 31年度各会計予算規模
▶議案第 20 号 （単位：千円、％）

会 計 名 平成 31 年度 平成 30 年度 増減額 増減率

一 般 会 計 18,953,000 17,688,000 1,265,000 7.2

▶議案第 21 号〜 25 号

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 6,678,202 6,433,976 244,226 3.8

後 期 高 齢 者 医 療 940,372 913,298 27,074 3.0

介 護 保 険 4,994,550 4,713,184 281,366 6.0

下 水 道 事 業 ― 1,291,811 △ 1,291,811 皆減

農業集落排水事業 ― 192,855 △ 192,855 皆減

黒 浜 土 地
区 画 整 理 事 業

16,760 34,656 △ 17,896 △ 51.6

蓮田駅西口第一種 
市街地再開発事業

1,050,096 626,632 423,464 67.6

※�下水道事業・農業集落排水事業の特別会計は、平成 30 年度をもって公営事業
へ移行となりました。

▶議案第 26 号〜 27 号

公

営

事

業

水

道

事

業

収 益 的 収 入 1,334,451 1,322,219 12,232 0.9

収 益 的 支 出 1,202,369 1,157,617 44,752 3.9

資 本 的 収 入 274,614 189,470 85,144 44.9

資 本 的 支 出 495,961 507,973 △ 12,012 △ 2.4

下

水

道

事

業

収 益 的 収 入 1,307,088 ― 1,307,088 皆増

収 益 的 支 出 1,275,226 ― 1,275,226 皆増

資 本 的 収 入 735,091 ― 735,091 皆増

資 本 的 支 出 917,565 ― 917,565 皆増
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土
木
費
で
は
、
幹
線
道
路
整
備
と
し
て
、
県
道

蓮
田
鴻
巣
線
第
一
岩
槻
踏
切
か
ら
都
市
計
画
道
路

蓮
田
駅
東
口
黒
浜
線
ま
で
の
歩
道
整
備
、
都
市
計

画
道
路
蓮
田
駅
西
口
通
線
街
路
整
備
、
東
埼
玉
病

院
敷
地
内
を
通
る
新
設
道
路
を
整
備
す
る
予
算
を

計
上
。

生
活
道
路
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
市
道
を
拡
幅

す
る
予
算
や
維
持
す
る
予
算
を
計
上
。

橋
り
ょ
う
事
業
で
は
、
橋
り
ょ
う
の
長
寿
命
化

対
策
事
業
と
し
て
、Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
線
を
跨
（
ま
た
）

ぐ
椿
山
跨
線
橋
の
点
検
を
実
施
。

水
害
対
策
事
業
で
は
、
西
新
宿
地
内
の
調
整
池

を
改
修
す
る
な
ど
の
予
算
を
計
上
。

公
共
交
通
整
備
事
業
で
は
、
川
島
地
区
内
に
建

設
中
の
蓮
田
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
新
上
り
線
に
、
バ

ス
転
回
場
を
整
備
す
る
た
め
の
予
算
を
計
上
。

企
業
立
地
促
進
事
業
で
は
、
高
虫
西
部
産
業

団
地
整
備
推
進
の
た
め
、
事
業
が
環
境
に
与
え

る
影
響
を
調
査
す
る
計
画
策
定
の
た
め
の
予
算

を
計
上
。

公
園
整
備
事
業
で
は
、
西
城
沼
公
園
の
遊
具
の

更
新
等
、
地
域
住
民
の
憩
い
の
場
の
充
実
を
図
る
。

ま
た
、
簡
易
児
童
遊
園
地
は
、
利
用
者
が
安
全

に
利
用
で
き
る
よ
う
、
老
朽
化
し
て
い
る
個
所
の

改
修
工
事
を
実
施
。

消
防
費
で
は
、
防
災
行
政
無
線
の
移
動
系
施
設

整
備
工
事
に
つ
い
て
、
平
成
33
年
度
ま
で
に
国
で

定
め
る
規
格
に
適
合
さ
せ
る
た
め
、
ア
ナ
ロ
グ
方

式
か
ら
デ
ジ
タ
ル
方
式
に
移
行
す
る
工
事
を
実
施
。

老
朽
化
し
た
消
火
栓
の
漏
水
ま
た
は
地
下
か

ら
の
吹
き
出
し
防
止
の
た
め
、
市
内
50
か
所
の
消

火
栓
ボ
ル
ト
を
交
換
。

ま
た
、
消
防
団
員
の
夏
季
の
災
害
に
お
け
る
活

動
時
の
安
全
と
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
新
基

準
の
夏
用
活
動
服
の
予
算
を
計
上
。

教
育
費
で
は
、
蓮
田
北
小
学
校
校
舎
屋
根
の

改
修
、
黒
浜
小
学
校
の
放
送
設
備
の
更
新
、
黒

浜
中
学
校
校
舎
を
長
寿
命
化
す
る
た
め
の
工
事

の
実
施
。

学
校
体
育
館
で
は
、
平
野
中
学
校
の
床
ウ
レ

タ
ン
塗
装
工
事
、
蓮
田
南
中
学
校
の
照
明
器
具

改
修
工
事
の
実
施
。
さ
ら
に
、
将
来
の
学
校
施

設
整
備
の
指
針
と
な
る
長
寿
命
化
計
画
策
定
の

た
め
の
事
前
調
査
を
、
す
べ
て
の
小
・
中
学
校
で

実
施
。

平
成
32
年
度
か
ら
の
小
学
校
新
・
学
習
指
導

要
領
の
全
面
実
施
に
備
え
、
指
導
用
教
材
及
び

教
師
用
の
指
導
資
料
を
購
入
。
ま
た
、
小
学
校

情
報
化
推
進
事
業
と
し
て
、
各
小
学
校
の
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
教
室
の
情
報
教
育
機
器
の
入
替
え
を

実
施
。

蓮
田
市
が
舞
台
と
な
っ
た
日
本
初
の
疎
開
保

育
園
で
、
若
い
保
母
達
が
、
幼
い
園
児
を
必
死
に

守
っ
た
実
話
を
映
画
化
し
た
「
あ
の
日
の
オ
ル
ガ

ン
」
を
、
各
小
・
中
学
校
で
上
映
。

国
指
定
史
跡
「
黒
浜
貝
塚
」
に
つ
い
て
、
引
き

続
き
国
の
補
助
金
を
活
用
し
、
ト
イ
レ
建
設
、
路

盤
工
事
を
中
心
と
し
た
第
５
期
工
事
を
実
施
。

図
書
館
で
は
、
新
し
い
管
理
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
た
こ
と
に
よ
り
、
貸
出
方
法
を
有
効
に
活
用
し

た
情
報
提
供
機
能
の
充
実
に
努
め
る
。

総
合
文
化
会
館
「
ハ
ス
ト
ピ
ア
」
は
、
文
化
活

動
の
拠
点
と
し
て
、
利
用
し
や
す
く
、
市
民
に
親

し
ま
れ
る
よ
う
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
積
極
的
な
運
営

に
取
り
組
む
。

学
童
指
導
員
の
待
遇
改
善
・
フ
ル
タ

イ
ム
臨
時
保
育
士
は
正
規
保
育
士
に

反対討論　
日
本
共
産
党
は
次
の
主
な
点
か
ら
反
対
す
る
。

第
１
に
、
学
童
保
育
所
指
導
員
の
不
足
は
民
間

人
材
派
遣
委
託
で
は
な
く
、
勤
務
体
制
・
待
遇
の

根
本
的
改
善
を
す
べ
き
で
あ
る
。

第
２
に
、
正
規
保
育
士
の
割
合
は
４
割
弱
。
正

規
保
育
士
と
同
じ
時
間
働
い
て
い
る
臨
時
保
育
士

を
正
規
採
用
と
す
べ
き
で
あ
る
。

第
３
に
、
特
定
団
体
主
催
の
同
和
事
業
へ
の
支

出
は
や
め
る
べ
き
で
あ
る
。

　今定例会における市長からの行政報告は 20 件で、

次のとおりです。

１　�映画「あの日のオルガン」に係る取り組みにつ

いて

２　安心・安全歳末一斉キャンペーンについて

３　東日本大震災関連の取り組みについて

４　�市役所窓口の土曜日・日曜日の一部開庁につい

て

５　�スマートフォンを利用した市税等の納付につい

て

６　コミュニティ講演会について

７　�埼玉型ほ場整備事業 ( 閏戸地区 ) の進捗状況に

ついて

８　�蓮田ＳＡ ( 新上り線 )・スマートインターチェ

ンジの進捗状況について

９　�蓮田市建築物耐震改修促進計画の進捗状況につ

いて

10　�蓮田駅西口再開発事業の進捗状況について

11　�東保育園の整備について

12　�平成 31 年成人式について

13　�国指定史跡黒浜貝塚第４期整備工事について

14　�中央公民館関山分館耐震補強その他改修工事に

ついて

15　�総合文化会館ハストピア「どきどきアート空間

2019」について

16　�平成 30 年中の火災概況及び救急・救助の活動

状況について

17　�平成 31 年消防出初式について

18　�消防団家族慰安会について

19　�災害発生時の民間企業との協定について

20　�各部の主な事業の進捗状況について

市長の行政報告

4はすだ市議会だより　第 109 号



議
案
第
12
号
　
職
員
の
自
己
啓
発
等
休
業
に

関
す
る
条
例
及
び
蓮
田
市
放
課
後
児
童
健
全

育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

学
校
教
育
法
の

一
部
改
正
に
伴
う
改
正

主
な
内
容
は
、
職
員
の
自
己
啓
発
等
休
業
に
関

す
る
条
例
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
用
法
令
の
項
ず

れ
に
伴
い
、
規
定
を
整
備
す
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
学
校
教
育
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
放
課
後
児
童
健
全

育
成
事
業
の
設
置
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

が
一
部
改
正
さ
れ
、
新
た
に
「
専
門
職
大
学
」

の
制
度
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

専
門
職
大
学
の
前
期
課
程
の
修
了
者
は
、
短

期
大
学
士
相
当
の
文
部
科
学
大
臣
の
定
め
る

学
位
が
授
与
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
専
門
職
大
学
の
前
期
課
程
を

修
了
し
た
者
を
、
放
課
後
児
童
支
援
員
の
基
礎

資
格
を
有
す
る
者
と
し
て
対
象
に
追
加
す
る
も

の
で
す
。

第
４
に
、
生
活
道
路
改
良
事
業
の
工
事
請
負
費

が
前
年
度
比
約
１
億
円
減
と
な
っ
た
。
市
民
要
望

は
多
く
、
改
良
事
業
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

再
開
発
ビ
ル
建
設
に
あ
た
り
蓮
田
市
が

10
億
円
の
追
加
を
す
る
こ
と
に
反
対

20 号・25 号  反対討論　

西
口
再
開
発
事
業
に
蓮
田
市
は
す
で

に
１
０
０
億
円
以
上
の
市
民
の
税
金
を
投

入
し
て
き
た
。
今
回
、
市
が
特
定
建
築

者
に
土
地
を
売
却
す
る
土
地
処
分
金
は
、

６
億
２
０
０
０
万
円
で
あ
り
、
平
成
21
年
度
の
セ

キ
ス
イ
が
特
定
建
築
者
に
な
っ
た
と
想
定
し
た
と

き
の
計
画
で
は
15
億
２
０
０
０
万
円
で
あ
っ
た
こ

と
に
比
較
し
て
も
、
低
く
設
定
し
て
い
る
。
マ
ン

シ
ョ
ン
購
入
者
は
安
く
購
入
で
き
得
を
す
る
が
、

市
民
は
10
億
円
の
追
加
支
出
と
な
り
、
今
回
の
計

画
は
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

議
案
第
１
号
　
平
成
30
年
度
蓮
田
市
一
般
会

計
補
正
予
算(

第
４
号)

予
算
の
執
行
状
況
や
事
業
内
容

を
十
分
に
精
査
し
編
成

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、そ
れ
ぞ
れ
３
６
５
０

万
円
を
増
額
し
、予
算
総
額
を
１
８
６
億
９
１
６
０

万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

主
な
も
の
は
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
の

た
め
の
電
算
処
理
業
務
委
託
費
を
計
上
。

ま
た
、
学
校
施
設
環
境
改
善
交
付
金
の
交
付
決

定
を
受
け
、
平
野
小
学
校
校
舎
改
修
事
業
に
つ
い

て
、
施
設
改
修
事
業
費
を
計
上
。

一
方
で
、
東
保
育
園
改
築
工
事
費
、
黒
浜
中

学
校
大
規
模
改
修
事
業
の
設
計
委
託
費
な
ど

は
、
予
算
の
執
行
状
況
に
合
わ
せ
て
減
額
す
る

も
の
で
す
。

議
案
第
10
号
　
蓮
田
市
災
害
派
遣
手
当
等
の

支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

旅
館
業
法
の一

部
改
正
に
伴
う
改
正

主
な
内
容
は
、
旅
館
業
法
で
「
旅
館
業
」
と

さ
れ
て
い
た
営
業
種
別
の
う
ち
、「
ホ
テ
ル
営
業
」

及
び
「
旅
館
営
業
」
が
統
合
さ
れ
、「
旅
館
・
ホ

テ
ル
営
業
」
と
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
改
正
す
る

も
の
で
す
。

議
案
第
11
号
　
蓮
田
市
職
員
の
勤
務
時
間
、

休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

人
事
院
規
則
の

一
部
改
正
に
伴
う
改
正

人
事
院
規
則
の
一
部
改
正
に
準
じ
て
、
超
過
勤

務
命
令
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
上
限
に
つ
い
て
定

め
る
も
の
で
す
。

施
行
日
は
、
平
成
31
年
４
月
１
日
で
す
。

議
案
第
13
号
　
蓮
田
市
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

地
方
税
法
施
行
令
及
び
国
民
健
康
保

険
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
い
国

民
健
康
保
険
税
の
課
税
限
度
額
を
見

直
し改正

の
内
容
は
、
基
礎
課
税
額
に
係
る
課
税
限

度
額
を
、
現
行
の
54
万
円
か
ら
58
万
円
に
引
き
上

げ
る
も
の
で
す
。

課
税
限
度
額
引
き
上
げ
で
な
く

国
保
税
自
体
を
引
き
下
げ
を

反対討論
概
要
は
、
国
民
健
康
保
険
税
の
基
礎
課
税
額
に

係
る
医
療
分
の
課
税
限
度
額
を
54
万
円
か
ら
58
万

円
に
引
き
上
げ
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

最
高
限
度
額
に
な
る
所
得
は
、
３
人
世
帯
で

７
０
７
万
５
３
３
０
円
。
所
得
に
占
め
る
割
合
は

13
％
に
も
な
る
。
被
用
者
保
険
の
場
合
、
保
険
税

が
上
限
に
達
す
る
の
は
年
収
１
７
０
０
万
円
位
の

層
だ
が
、
国
保
の
場
合
は
、
３
人
世
帯
の
場
合
収

入
７
０
７
万
５
３
３
０
円
で
上
限
に
達
す
る
。
影

響
を
与
え
る
層
が
ま
っ
た
く
違
う
。
限
度
額
の
引

き
上
げ
で
な
く
、
国
保
税
自
体
を
引
き
下
げ
る
こ

と
を
求
め
て
日
本
共
産
党
は
反
対
す
る
。

議
案
第
14
号
　
蓮
田
市
保
育
園
設
置
及
び
管

理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

蓮
田
市
立
東
保
育
園
の

改
築
に
伴
い
定
員
を
変
更

改
正
の
内
容
は
、
施
設
面
積
の
拡
大
に
伴
い
、

定
員
を
60
人
か
ら
65
人
に
変
更
す
る
も
の
で
す
。

5 はすだ市議会だより　第 109 号



い
、
廃
止
を
す
る
市
道
５
０
１
号
線
に
つ
い
て
、

終
点
を
変
更
し
、
改
め
て
認
定
す
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
都
市
計
画
法
の
規
定
に
基
づ
く
開
発
行

為
に
よ
り
新
設
さ
れ
、
市
に
帰
属
さ
れ
た
１
路
線

を
認
定
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
21
号
　
平
成
31
年
度
蓮
田
市
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
予
算

埼
玉
県
に
納
め
る
国
民
健
康
保
険

事
業
費
納
付
金
な
ど

予
算
の
総
額
を
66
億
７
８
２
０
万
２
０
０
０

円
と
す
る
も
の
で
す
。

主
な
も
の
は
、
医
療
費
に
対
す
る
保
険
給
付

費
、
埼
玉
県
に
納
め
る
国
民
健
康
保
険
事
業
費
納

２
か
月
分
で
91
円
か
ら
１
９
９
円
の
負
担
増
、
水

道
料
金
と
農
業
集
落
排
水
施
設
使
用
料
を
合
わ
せ

た
料
金
の
比
較
で
は
２
か
月
分
で
１
５
１
円
か
ら

３
１
７
円
の
負
担
増
と
な
る
。
生
活
に
欠
か
せ
な

い
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
負
担
増
は
暮
ら
し
に
直
結
す

る
。よ

っ
て
、
日
本
共
産
党
は
消
費
税
10
％
へ
の
増

税
に
反
対
し
、
議
案
第
16
号
に
反
対
す
る
。

議
案
第
17
号
　
蓮
田
市
水
道
事
業
の
布
設
工

事
監
督
者
及
び
水
道
技
術
管
理
者
の
資
格
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

学
校
教
育
法
及
び
技
術
士
法
施
行

規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
改
正

改
正
の
内
容
は
、
資
格
要
件
に
「
専
門
職
大
学

の
前
期
課
程
修
了
」
を
加
え
る
な
ど
と
す
る
も
の

で
す
。

議
案
第
18
号
　
市
道
の
路
線
の
廃
止
に
つ
い

て
市
道
２
路
線
を
廃
止

井
沼
地
域
内
に
計
画
さ
れ
る
企
業
立
地
に
伴

い
、
一
般
交
通
の
用
に
供
す
る
必
要
が
な
く
な
る

市
道
５
０
１
号
線
及
び
市
道
５
０
４
号
線
の
２
路

線
を
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
19
号
　
市
道
の
路
線
の
認
定
に
つ
い

て
市
道
２
路
線
を
認
定

井
沼
地
域
内
に
計
画
さ
れ
る
企
業
立
地
に
伴

議
案
第
15
号
　
蓮
田
市
家
庭
的
保
育
事
業
等

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
家
庭
的
保

育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
の
一
部
改
正
に
伴
う
改
正

改
正
の
主
な
内
容
は
、
代
替
保
育
の
提
供
に
係

る
連
携
施
設
の
緩
和
、
食
事
の
外
部
搬
入
を
可
能

と
す
る
施
設
の
要
件
の
緩
和
、
自
園
調
理
に
関
す

る
規
定
の
適
用
を
猶
予
す
る
経
過
措
置
期
間
の
延

長
で
す
。食

は
保
育
の

一
環
で
あ
る
こ
と
の
堅
持
を

反対討論
内
容
は
、
食
事
の
外
部
搬
入
を
可
能
と
す
る

施
設
の
要
件
の
緩
和
を
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

食
育
の
名
の
通
り
、
食
事
は
保
育
の
一
環
で
あ
る
。

担
当
課
は
、
自
園
調
理
の
考
え
を
堅
持
す
る
と
の

こ
と
だ
が
、
一
旦
明
文
化
さ
れ
る
と
外
部
搬
入
へ

の
道
を
開
く
こ
と
に
な
る
。
よ
っ
て
日
本
共
産
党

は
反
対
す
る
。

議
案
第
16
号
　
蓮
田
市
公
共
下
水
道
使
用
料

条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

消
費
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
い

蓮
田
市
公
共
下
水
道
使
用
料
条

例
、
蓮
田
市
農
業
集
落
排
水
処
理

施
設
条
例
、
蓮
田
市
水
道
事
業
給

水
条
例
及
び
蓮
田
市
水
道
事
業
給

水
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

を
一
括
し
て
改
正

改
正
の
主
な
内
容
は
、「
社
会
保
障
の
安
定
財

源
の
確
保
等
を
図
る
税
制
の
抜
本
的
な
改
革
を

行
う
た
め
の
消
費
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
等

の
法
律
」
に
基
づ
き
、
平
成
31
年
10
月
１
日
か

ら
消
費
税
率
が
10
％
と
な
る
こ
と
か
ら
、
公
共

下
水
道
使
用
料
、
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
使

用
料
、
水
道
料
金
、
給
水
加
入
金
及
び
給
水
装

置
工
事
費
等
の
算
定
に
関
す
る
規
定
を
改
め
る

も
の
で
す
。

施
行
日
は
、
平
成
31
年
10
月
１
日
で
す
。
た
だ

し
、
使
用
料
及
び
料
金
に
つ
い
て
は
、
平
成
31
年

12
月
分
と
し
て
徴
収
す
る
分
か
ら
、
適
用
と
な
り

ま
す
。

暮
ら
し
を
直
撃
す
る
負
担
増

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
消
費
税
10
％

反対討論
消
費
税
は
２
０
１
４
年
４
月
か
ら
８
％
に
増

税
さ
れ
、
こ
の
打
撃
か
ら
家
計
消
費
は
回
復
せ
ず

25
万
円
も
大
幅
に
ダ
ウ
ン
し
て
い
る
。
ま
た
、
内

閣
府
が
３
月
７
日
発
表
し
た
景
気
動
向
指
数
で
は
、

そ
れ
ま
で
の
「
足
踏
み
」
か
ら
「
下
方
へ
の
局
面

変
化
」
に
引
き
下
げ
た
。

消
費
税
増
税
へ
の
影
響
と
し
て
、
水
道
料
金
と

公
共
下
水
道
使
用
料
を
合
わ
せ
た
料
金
比
較
で
は

新たに認定された市道 1814 号線（西新宿３丁目地内）
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付
金
、
ま
た
特
定
健
康
診
査
や
保
健
指
導
を
実
施

す
る
た
め
の
保
健
事
業
費
な
ど
で
す
。

国
民
健
康
保
険
税

市
民
負
担
の
軽
減
を

反対討論
２
０
１
８
年
度
か
ら
国
保
は
都
道
府
県
化
に

な
っ
た
。
保
険
税
が
所
得
に
占
め
る
割
合
は
、
組

合
健
保
が
５
・
７
％
、
協
会
け
ん
ぽ
が
７
・
５
％
、

国
保
が
９
・
９
％
と
国
保
は
他
の
公
的
医
療
保
険

と
比
べ
て
、
保
険
税
負
担
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

全
国
知
事
会
か
ら
「
１
兆
円
の
公
費
投
入
で
協
会

け
ん
ぽ
並
み
の
保
険
税
に
」
の
要
望
が
出
さ
れ
た
。

国
の
１
兆
円
公
費
投
入
は
必
須
で
あ
る
。
市
に
お

い
て
は
法
定
外
繰
入
金
の
増
額
と
11
億
円
を
超
え

る
基
金
の
活
用
で
国
保
税
の
引
き
下
げ
と
、
収

入
の
な
い
子
ど
も
に
は
課
税
し
な
い
こ
と
を
求
め
、

日
本
共
産
党
は
反
対
す
る
。

議
案
第
22
号
　
平
成
31
年
度
蓮
田
市
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
へ
の

保
険
料
納
付
金
な
ど

予
算
の
総
額
を
９
億
４
０
３
７
万
２
０
０
０

円
と
す
る
も
の
で
す
。

主
な
も
の
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
へ

の
保
険
料
の
納
付
金
や
徴
収
費
と
し
て
の
事
務
経

費
で
す
。生

存
権
・
法
の
下
の
平
等
を

踏
み
に
じ
る
制
度
は
撤
廃
を

反対討論

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
75
歳
以
上
の
人
を

国
保
や
健
保
か
ら
切
り
離
し
、
高
齢
者
だ
け
の
医

療
保
険
に
し
て
負
担
増
と
差
別
医
療
を
強
い
る
世

界
で
も
異
例
の
医
療
制
度
で
あ
る
。

２
０
１
９
年
度
か
ら
資
格
取
得
後
２
年
間
の

み
５
割
軽
減
し
、
そ
れ
以
降
は
軽
減
が
な
く
な

る
。生

活
が
厳
し
い
中
、
軽
減
措
置
も
段
階
的
に
廃

止
と
な
れ
ば
、
ま
す
ま
す
医
療
か
ら
遠
ざ
け
ら
れ

て
し
ま
う
。
憲
法
第
25
条
の
生
存
権
・
憲
法
第
14

条
の
法
の
下
の
平
等
を
踏
み
に
じ
る
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
は
撤
廃
す
べ
き
と
考
え
、
日
本
共
産
党

は
反
対
す
る
。

議
案
第
23
号
　
平
成
31
年
度
蓮
田
市
介
護
保

険
特
別
会
計
予
算

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
伴
う

保
険
給
付
費
な
ど

予
算
の
総
額
を
49
億
９
４
５
５
万
円
と
す
る

も
の
で
す
。

主
な
も
の
は
、
要
介
護
・
要
支
援
認
定
の
方
々

の
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
伴
う
保
険
給
付
費
、

ま
た
介
護
予
防
事
業
の
推
進
や
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
運
営
の
た
め
の
地
域
支
援
事
業
費
な
ど

で
す
。

利
用
者
に
負
担
増
の
制
度
は

公
的
介
護
保
険
を
崩
壊

反対討論
介
護
保
険
の
連
続
改
悪
が
続
い
て
い
る
。
要

支
援
１
・
２
の
訪
問
介
護
、
通
所
介
護
を
保
険
か

ら
外
し
自
治
体
事
業
に
移
し
た
こ
と
。
年
金
収
入

２
８
０
万
以
上
の
方
の
２
割
負
担
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
入
所
を
要
介
護
３
以
上
に
限
定
、
低
所

得
者
の
施
設
入
所
者
へ
の
食
事
、
部
屋
代
の
補
助

要
件
を
厳
し
く
し
た
こ
と
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が

行
わ
れ
て
き
た
。
多
く
の
高
齢
者
を
介
護
サ
ー
ビ

ス
か
ら
外
し
、
国
庫
負
担
は
増
や
さ
ず
に
、
市
民

や
利
用
者
に
負
担
増
を
押
し
付
け
る
介
護
保
険
制

度
は
、
公
的
介
護
保
険
を
崩
壊
さ
せ
る
も
の
で
あ

り
、
日
本
共
産
党
は
反
対
す
る
。

議
案
第
25
号
　
平
成
31
年
度
蓮
田
都
市
計
画

事
業
蓮
田
駅
西
口
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事

業
特
別
会
計
予
算

西
口
再
開
発
ビ
ル

開
設
準
備
室
を
設
置

予
算
の
総
額
を
10
億
５
０
０
９
万
６
０
０
０

円
と
す
る
も
の
で
す
。

主
な
事
業
は
、
平
成
30
年
度
に
引
き
続
き
、
市

の
公
益
施
設
な
ど
の
権
利
床
等
整
備
費
負
担
金
及

び
再
開
発
ビ
ル
の
設
備
施
設
や
駐
車
場
な
ど
の
共

用
部
分
に
対
す
る
特
定
建
築
者
補
助
金
な
ど
、
再

開
発
ビ
ル
建
設
に
伴
う
平
成
31
年
度
分
の
関
係
経

費
で
す
。

ま
た
、
公
益
施
設
開
設
準
備
に
あ
た
り
、
西
口

再
開
発
ビ
ル
開
設
準
備
室
を
設
置
予
定
で
、
平
成

33
年
度
、
年
度
始
め
の
開
設
に
向
け
て
準
備
し
ま

す
。議

案
第
26
号
　
平
成
31
年
度
蓮
田
市
水
道
事

業
会
計
予
算

安
心
・
安
全
で
安
定
し
た
水
の
供

給
が
将
来
に
わ
た
っ
て
継
続
で
き

る
よ
う
、
健
全
な
水
道
事
業
経
営

に
努
め
る

収
益
的
収
入
及
び
支
出
予
算
の
予
定
額
を
、
そ

れ
ぞ
れ
13
億
３
４
４
５
万
１
０
０
０
円
及
び
12
億

２
３
６
万
９
０
０
０
円
と
し
、
資
本
的
収
入
及
び

支
出
予
算
の
予
定
額
を
、そ
れ
ぞ
れ
２
億
７
４
６
１

万
４
０
０
０
円
及
び
４
億
９
５
９
６
万
１
０
０
０

円
と
す
る
も
の
で
す
。

主
な
事
業
は
、
浄
水
場
か
ら
の
重
要
な
配

水
管
路
で
あ
る
市
道
55
号
線
や
、
城
沼
公
園
通

り
の
市
道
46
号
線
、
井
沼
交
差
点
付
近
の
市
道

５
１
０
号
線
な
ど
に
お
い
て
の
老
朽
管
更
新
工

事
で
す
。

ま
た
、
緊
急
時
に
備
え
、
浄
水
場
の
無
停
電

電
源
装
置
に
つ
い
て
も
更
新
工
事
を
行
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
今
後
実
施
を
予
定
し
て
い
る
各
種

工
事
の
た
め
の
設
計
委
託
費
を
計
上
す
る
も
の

で
す
。

水
道
料
金
な
ど
の
消
費
税
を

10
月
か
ら
10
％
へ
の
増
税
に
反
対

反対討論
反
対
理
由
の
１
点
目
は
、
水
道
料
金
な
ど
の
消

費
税
を
10
月
か
ら
10
％
に
増
税
し
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
ま
た
、
10
月
か
ら
の
消
費
税
10
％
へ
の
増

税
の
議
案
が
議
決
さ
れ
る
前
に
水
道
料
金
収
入
と

し
て
予
算
化
す
る
こ
と
に
疑
義
が
あ
る
。
２
点
目

は
、
水
道
料
金
値
上
げ
の
理
由
と
し
て
い
た
の
が
、

老
朽
管
更
新
の
た
め
だ
っ
た
。
し
か
し
、
予
算
は

老
朽
管
更
新
に
必
要
と
さ
れ
た
費
用
よ
り
１
億
円

か
ら
２
億
円
近
く
少
な
く
、
値
上
げ
の
根
拠
が
崩

れ
て
い
る
。
値
上
げ
が
必
要
だ
っ
た
の
か
問
わ
れ

る
。
よ
っ
て
、
日
本
共
産
党
は
議
案
第
26
号
に
反

対
す
る
。
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　山口浩治議員（椿山 1-8-2）が、平成 31 年 4 月

5 日（金）にお亡くなりになられました。（享年 66 歳）

　故山口浩治議員は、平成 15 年 4 月に初当選以来、

4 期 15 年（任期：～平成 31 年 5 月 2 日）にわたり、

市議会議長をはじめ、議会運営委員長など数々の要

職を歴任され、市政の発展に大きな功績を残されま

した。

　ここに謹んで哀悼の意を表し、心よりご冥福をお祈りいたします。

議
案
第
27
号
　
平
成
31
年
度
蓮
田
市
下
水
道

事
業
会
計
予
算

下
水
道
事
業
に
地
方
公
営
企
業
法

を
適
用
し
、
企
業
会
計
と
し
て
初

め
て
の
予
算

収
益
的
収
入
及
び
支
出
予
算
の
予
定
額
を
、
そ

れ
ぞ
れ
13
億
７
０
８
万
８
０
０
０
円
及
び
12
億

７
５
２
２
万
６
０
０
０
円
と
し
、
資
本
的
収
入
及

び
支
出
予
算
の
予
定
額
を
、
そ
れ
ぞ
れ
７
億

３
５
０
９
万
１
０
０
０
円
及
び
９
億
１
７
５
６
万

５
０
０
０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

主
な
事
業
は
、
西
新
宿
地
内
、
汚
水
管
の
浸

入
水
を
防
ぐ
た
め
の
管
渠
の
修
繕
及
び
黒
浜
地
内
、

東
埼
玉
病
院
の
敷
地
内
を
通
過
す
る
新
設
道
路
に
、

汚
水
管
渠
を
布
設
す
る
工
事
に
係
る
経
費
を
計
上

す
る
も
の
で
す
。

暮
ら
し
に
大
き
く
影
響
す
る
下
水

道
料
金
や
農
業
集
落
排
水
処
理
施

設
使
用
料
の
消
費
税
10
％
転
嫁

反対討論
反
対
理
由
は
、
公
共
下
水
道
使
用
料
と
農
業

集
落
排
水
処
理
施
設
使
用
料
の
消
費
税
を
10
月

か
ら
10
％
に
増
税
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
市

民
生
活
に
直
結
す
る
下
水
道
料
金
や
農
業
集
落

排
水
処
理
施
設
使
用
料
の
消
費
税
の
10
％
へ
の

増
税
は
暮
ら
し
に
大
き
く
影
響
す
る
。
ま
た
、

10
月
か
ら
の
消
費
税
10
％
へ
の
増
税
の
議
案
が

議
決
さ
れ
る
前
に
使
用
料
収
入
と
し
て
予
算

化
す
る
こ
と
に
対
し
て
疑
義
が
あ
る
。
よ
っ
て
、

日
本
共
産
党
は
反
対
す
る
。

山口浩治議員逝去

　
市
民
の
み
な
さ
ん
が
市
政
な
ど
に
つ

い
て
、
直
接
市
議
会
に
要
望
で
き
る
制

度
が
「
請
願
」
で
す
。

　
提
出
さ
れ
た
請
願
は
、
内
容
に
よ
っ

て
そ
れ
ぞ
れ
担
当
の
常
任
委
員
会
に
ゆ

だ
ね
ら
れ
、
慎
重
に
審
査
が
行
わ
れ
ま

す
。

　
委
員
長
は
、
こ
の
審
査
の
結
果
を
議

長
に
報
告
し
ま
す
。

　
本
会
議
で
は
、
審
査
結
果
を
も
と
に
、

質
疑
や
討
論
を
行
い
、
採
択
か
不
採
択

か
の
決
定
を
し
ま
す
。
こ
の
結
果
に
つ

い
て
は
、
請
願
を
提
出
し
た
代
表
者
に

通
知
を
し
ま
す
。

［
提
出
で
き
る
人
］

　
請
願
は
、
だ
れ
で
も
提
出
で
き
ま
す
。

蓮
田
市
以
外
の
か
た
、
外
国
人
、
未
成

年
者
、
あ
る
い
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
の
法
人
で

な
い
団
体
で
も
提
出
で
き
ま
す
。

［
提
出
の
時
期
］

　
各
定
例
会
が
開
か
れ
る
８
日
前
ま
で

に
議
会
事
務
局
（
市
役
所
３
階
）
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
右
図
の
用
紙
も
用

意
し
て
あ
り
ま
す
。

［
紹
介
議
員
］

　
請
願
に
は
１
人
以
上
の
紹
介
が
必
要

で
す
。（
紹
介
議
員
の
署
名
ま
た
は
記

名
押
印
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。）

［
請
願
書
の
書
き
方
］

　
書
式
に
決
ま
り
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

右
図
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

①
内
容
は
わ
か
り
や
す
く
。

②�

道
路
・
下
水
の
整
備
な
ど
は
、
略
図

を
付
け
場
所
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

③�

署
名
欄
に
は
住
所
・
氏
名
を
記
載
し
、

押
印
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

請
願
者
の
住
所
・
氏
名
は
、
一
般
に

公
開
さ
れ
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
陳
情
書
の
取
り
扱
い
は

　
陳
情
書
の
様
式
、
提
出
先
な
ど
は
請

願
と
同
じ
で
す
が
、
議
員
の
紹
介
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
陳
情
書
の
本
会
議
で
の
取
り

扱
い
は
、
議
場
配
布
の
み
と
な
り
ま
す
。

▶▶▶▶請願・陳情はこのように◀◀◀◀

○
○
○
○
○
○
○
に
関
す
る

請
願
書

　
紹
介
議
員（
署
名
ま
た
は
記
名
押
印
）

○
　
○
　
○
　
○
　
印

件
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
○
○
○
○
○
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　

要
旨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

地
方
自
治
法
第
百
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
、

右
の
と
お
り
請
願
書
を
提
出
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
年
　
月
　
日

請
願
者
（
法
人
の
場
合
は
そ
の
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名
）

　
　
　
　
住
　
所

　
　
　
　
氏
　
名
　
○
　
○
　
○
　
○
　
印

ほ
か
　
　
名

蓮
田
市
議
会
議
長

　
○
○
　
○
○
　
様
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